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問題 次の英文を読んで，下の問 1～3に答えなさい。 

 

【著作権の関係により非公表】 

 

出典：Japan News （https://japannews.yomiuri.co.jp/society/general-news/20250830-278127/） 

 

 

問１ 下線部を和訳しなさい。（10 点） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
問２   A   と   B  に入る単語として適当なものを，次の①～④からそれぞれ選びな

さい。（5×2 点） 
 

A                                        B        
 

 

① progressing       ② improving     ③ worsening     ④ stagnating     
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問３ 英文記事の内容と一致するものを，次の①～④からすべて選びなさい。 (10 点) 
 
 

 

 

① 観光客を含む市外からの利用者よりも市内住民向けのバス運賃を安くするという京都

市での計画が実現すれば，それは国内で 2番目の試みとなる。 

② 京都市がバス別運賃制度の計画を進めるにあたり，3 つの障壁があった。それは，市住

民と市外からの利用者との区別方法，法的問題の有無，市が運営するバス事業者との連

携方法である。 

③ 住民と観光客などの市外からの利用者を区別するため，計画担当者はマイナンバー制度

を交通 ICカードやクレジットカードと連携させる案を検討中である。 

④ 全国の観光地や飲食店では，外国人観光客と国内客を区別する「二重価格」制度を導入

する動きが広がってはいるが，実現するには様々な障壁を乗り越える必要がある。 
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